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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　化粧製品を収容するためのものであるコンテナ（１２）と、化粧製品アプリケータ（１
４）と、を備える、化粧製品パッケージングおよび塗布アセンブリ（１０）であって、
　前記化粧製品アプリケータ（１４）は、
　第１の長手方向軸（３４）に沿って延在するロッド（４０）、前記ロッド（４０）の第
１の端部に配置された塗布要素（４２）、並びに前記ロッド（４０）の第２の端部に配置
された密閉キャップ（４４）およびヒンジ要素（４６）を備える塗布部材（３０）であっ
て、前記ヒンジ要素（４６）は、前記塗布要素（４２）の反対側で、前記密閉キャップ（
４４）の軸方向端部から前記密閉キャップ（４４）を軸方向に延長している、塗布部材（
３０）と、
　第２の長手方向軸（３６）に沿って延在する把持部材（３２）と、
　を備え、
　前記化粧製品アプリケータの前記コンテナおよび前記密閉キャップ（４４）は、前記化
粧製品アプリケータおよびコンテナを貯蔵構成に組み立てるための組立装置（２４、４８
）を備え、前記化粧製品アプリケータの塗布要素（４２）は、前記コンテナの内部容積（
２０）に受け入れられ、
　前記把持部材は、前記第１の長手方向軸および前記第２の長手方向軸（３４、３６）に
実質的に垂直な第３の回転軸（３８）に沿った旋回接続（６０、７６）により、前記塗布
部材のヒンジ要素（４６）に接続されており、
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　前記化粧製品アプリケータが、前記把持部材と前記塗布部材との間の第１のストッピン
グ要素を成し、それによって、前記旋回接続をロックし、前記第１の長手方向軸と前記第
２の長手方向軸を実質的に平行に維持するようになっている、取外し可能なロック要素（
３３）をさらに備え、
　前記化粧製品アプリケータの組立後構成において、
　前記取外し可能なロック要素（３３）が、前記把持部材（３２）または前記塗布部材の
外側面（７２）の周りに可逆的にスナップ留めされ、
　前記取外し可能なロック要素が、逆向きの第１のストップ面（９４）および第２のスト
ップ面（９５）を備え、前記第１のストップ面（９４）および第２のストップ面（９５）
は、前記化粧製品アプリケータの組立後構成において、前記第１のストップ面および前記
第２のストップ面の各々がそれぞれ、前記把持部材（３２、８６）および前記塗布部材（
３０、５４）と接触した状態にあり、それによって、前記第１のストッピング要素を形成
するように構成されている、化粧製品パッケージングおよび塗布アセンブリ。
【請求項２】
　前記把持部材および前記塗布部材が、前記把持部材が前記塗布部材に対して、前記第３
の回転軸（３８）の周りを、前記第２の長手方向軸（３６）の前記第１の長手方向軸（３
４）に対する第１の位置と第２の位置との間で移動可能であるように構成され、前記第１
の位置および前記第２の位置がそれぞれ、前記把持部材が前記塗布部材にぶつかることに
よって形成される第２のストッピング要素（８４、５２）および第３のストッピング要素
（８６、５４）によって決まる、請求項１に記載の化粧製品パッケージングおよび塗布ア
センブリ。
【請求項３】
　前記把持部材（３２）の前記塗布部材（３０）に対する、前記第１の位置と前記第２の
位置との間の角度間隙（α）が、３０°から６０°の間である、請求項２に記載の化粧製
品パッケージングおよび塗布アセンブリ。
【請求項４】
　前記第２の長手方向軸（３６）の前記第１の長手方向軸（３４）に対する前記第１の位
置が、前記実質的に平行な第１の長手方向軸と第２の長手方向軸に対応する、請求項２ま
たは請求項３に記載の化粧製品パッケージングおよび塗布アセンブリ。
【請求項５】
　前記把持部材の、ヒンジ付近の軸方向端部が、隣接する第１の縁部（８４）および第２
の縁部（８６）によって形成され、
　前記第１の縁部が、前記第２の長手方向軸（３６）に実質的に垂直であり、前記第２の
縁部が、前記第１の縁部に対して傾斜しており、
　前記第１の縁部（８４）および前記第２の縁部（８６）の各々がそれぞれ、前記塗布部
材の前記密閉キャップの軸方向端部の第１の表面（５２）との前記第２のストッピング要
素、および前記塗布部材の第２の前記密閉キャップの軸方向端部の表面（５４）との前記
第３のストッピング要素を形成するように構成されている、請求項４に記載の化粧製品パ
ッケージングおよび塗布アセンブリ。
【請求項６】
　前記把持部材（３２）の前記第２の縁部（８６）および前記密閉キャップ（４４）の軸
方向端部の第２の表面（５４）の各々がそれぞれ、前記取外し可能なロック要素（３３）
の前記第１のストップ面（９４）および前記取外し可能なロック要素（３３）の前記第２
のストップ面（９５）と接触し、それによって、前記第１のストッピング要素を形成する
ように構成されている、請求項５に記載の化粧製品パッケージングおよび塗布アセンブリ
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、第1の長手方向軸に沿って延在する塗布部材であって、前記塗布部材の第1の
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端部が塗布要素を備える、塗布部材と、第2の長手方向軸に沿って延在し、かつヒンジに
よって塗布部材の第2の端部に接続された、把持部材とを備えるタイプの、化粧製品アプ
リケータに関する。
【背景技術】
【０００２】
　「化粧製品」という用語は、本発明によれば、化粧製品に関する、2009年11月30日付の
欧州議会および理事会の規則(EC)第1223/2009号において規定された製品を指す。
【０００３】
　本発明によるアプリケータ向きの化粧製品は、特に、粉末、圧縮固体、または液体など
の流体の形をとる。製品は、有利には、使用者の、まつ毛や眉毛などのケラチン繊維上に
載置するための製品である。製品は、例えば、マスカラなどのメイクアップ製品である。
【０００４】
　メイクアップの施与に関するエルゴノミクスの改善がもたらす恩恵を受けるべく、塗布
要素を把持部材に対して可変に配向することのできる、前述したタイプのアプリケータを
提供することが知られている。そのようなヒンジ連結アプリケータについては、本出願人
が保持する文献欧州特許出願公開第1369056号明細書に具体的に記載されている。
【０００５】
　そのようなヒンジ連結アプリケータの工業的製造は典型的に、1つまたは複数の組立ス
テップおよび/または搬送ステップを含み、その間、把持部材は塗布要素に対して傾斜す
ることがある。したがって、関連するコンテナ上に螺合する前は、搬送ライン上に傾斜の
異なるアプリケータが混ざり合って見られることがある。コンベヤ上でのアプリケータの
姿勢はしたがって不確定であり、そのことが、自動装置またはオペレータによる、螺合を
目的としたその把持、ならびに螺合後のそのパッケージングがあればそれを複雑にしてい
る。さらに、傾斜姿勢にあるアプリケータは、塗布部材が把持部材と実質的に位置整合さ
れている「直線状」アプリケータよりも多くのスペースをコンベヤ上で占める。
【０００６】
　この問題を解決するために、螺合またはパッケージングするまでアプリケータを「直線
状」姿勢に保持するハウジングを備える、搬送プラットフォームを使用することが知られ
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】欧州特許出願公開第1369056号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、そのようなヒンジ連結アプリケータの工業的製造を、特にそのような
搬送プラットフォームの使用を排除することによって、容易にするというものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この目的のために、本発明は、取外し可能なロック要素をさらに備える、前述したタイ
プのアプリケータに関する。有利には、前記取外し可能なロック要素は、把持部材と塗布
部材との間の第1のストップを成し、それによって、ヒンジをロックし、第1の長手方向軸
と第2の長手方向軸を実質的に位置整合状態に維持するようになっている。
【００１０】
　ロック要素はそれにより、アプリケータの製造およびそのコンテナとの組立て中に、塗
布部材と把持部材を位置整合状態に維持することが可能になっている。
【００１１】
　本発明のさらなる有利な態様によれば、アプリケータは、別個にまたは技術的に可能な
任意の組合せで選択される、1つまたは複数の以下の特徴、
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　-　取外し可能なロック要素が、把持部材または塗布部材の外側面の周りに可逆的にス
ナップ留め、すなわち換言すればスナップロックするのに適しており、前記取外し可能な
ロック要素が、逆向きの第1のストップ面および第2のストップ面を備え、第1のストップ
面および第2のストップ面の各々がそれぞれ、把持部材および塗布部材と接触し、それに
よって、第1のストップを成すのに適している、
　-　塗布部材および把持部材の各々が、オリフィスを備え、取外し可能なロック要素が
、両オリフィスに同時に差し込まれ、それによって、ヒンジをロックし、第1の長手方向
軸と第2の長手方向軸を実質的に平行に維持するのに適している、
　-　取外し可能なロック要素が、塗布部材上または把持部材上に形成された脆弱部を備
え、前記脆弱部が、ヒンジによる把持部材の塗布部材に対する回転動作下で破断または屈
曲するのに適している、
　-　把持部材と塗布部材との間のヒンジが、第1の長手方向軸および第2の長手方向軸に
実質的に垂直な第3の回転軸に沿った旋回接続であり、把持部材および塗布部材が、把持
部材が塗布部材に対して、前記第3の回転軸の周りを、第2の長手方向軸の第1の長手方向
軸に対する第1の位置と第2の位置との間で移動可能であるように構成され、前記第1の位
置および前記第2の位置がそれぞれ、把持部材が塗布部材にぶつかることによって形成さ
れる第2のストップおよび第3のストップによって決まる、
　-　把持部材の塗布部材に対する、第1の位置と第2の位置との間の角度間隙が、30°か
ら60°の間である、
　-　第2の長手方向軸の第1の長手方向軸に対する第1の位置が、実質的に平行な第1の長
手方向軸と第2の長手方向軸に対応し、そのような構成により、アプリケータを保管また
は搬送中に「直線状」に維持することが可能になる、
　-　把持部材の、ヒンジ付近の軸方向端部が、隣接する第1の縁部および第2の縁部によ
って形成され、第1の縁部が、第2の長手方向軸に実質的に垂直であり、第2の縁部が、前
記第1の縁部に対して傾斜しており、前記第1の縁部および前記第2の縁部の各々がそれぞ
れ、塗布部材の第1の表面との第2のストップ、および塗布部材の第2の表面との第3のスト
ップを成すのに適している、
　-　把持部材の第2の縁部および塗布部材の第2の表面の各々がそれぞれ、取外し可能な
ロック部材の第1のストップ面および取外し可能なロック部材の第2のストップ面と接触し
、それによって、第1のストップを成すのに適している、
　-　脆弱部が、把持部材の内部スペース内に延在し、脆弱部はしたがって、アプリケー
タの外側から見えない、
　-　脆弱部が、塗布部材または把持部材の一方に剛性接続され、塗布部材または把持部
材の他方の内壁と接触する第1のストップを成す、
　-　脆弱部が、把持部材の第2の縁部から、または塗布部材の第2の表面から軸方向に延
在し、前記脆弱部が、塗布部材の第2の表面に当接するか、または把持部材の第2の縁部に
当接する、
を備える。
【００１２】
　本発明はさらに、上で説明した化粧製品アプリケータと、前記化粧製品を収容するため
のものであるコンテナとを備え、アプリケータとコンテナが、貯蔵構成における可逆組立
装置を備え、アプリケータの塗布要素が、コンテナの内部容積内に受領される、化粧製品
をパッケージングおよび塗布するためのアセンブリに関する。
【００１３】
　本発明は、単に非限定的な例として、図面を参照して行われる以下の説明を考慮すれば
、より理解しやすくなろう。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の第1の実施形態によるパッケージングおよび塗布アセンブリの、第1の構
成における長手方向断面図である。



(5) JP 6887448 B2 2021.6.16

10

20

30

40

50

【図２】図1のパッケージングおよび塗布アセンブリの、第2の構成における斜視図である
。
【図３】本発明の第2の実施形態によるパッケージングおよび塗布アセンブリの詳細な長
手方向断面図である。
【図４】図3のパッケージングおよび塗布アセンブリの要素の詳細図である。
【図５】本発明の第3の実施形態によるパッケージングおよび塗布アセンブリの詳細な斜
視図である。
【図６】図1の一代替実施形態の詳細な長手方向断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　図1および図2は、本発明の第1の実施形態による化粧製品パッケージングおよび塗布ア
センブリ10を示す。図6は、アセンブリ10の一代替実施形態を示す。
【００１６】
　図3および図4は、本発明の第2の実施形態による化粧製品パッケージングおよび塗布ア
センブリ110を示す。図5は、本発明の第3の実施形態による化粧製品パッケージングおよ
び塗布アセンブリ210を示す。
【００１７】
　以後詳述する差異と別として、アセンブリ10、110、および210は等価であり、それらに
ついて同時に説明する。アセンブリ10、110、および210に共通の要素は、同じ参照番号に
よって示す。
【００１８】
　アセンブリ10、110、210は特に、マスカラをパッケージングおよび塗布するためのもの
である。アセンブリ10、110、210は特に、コンテナ12、およびアプリケータ14、114、214
を備える。
【００１９】
　コンテナ12は特に、側壁16および底部18を備え、それらが、化粧製品、特に液体マスカ
ラタイプの組成物を受領するのに適した内部容積20を画定する。
【００２０】
　コンテナ12は、管状形状をもつネック22をさらに備え、この場合、外壁がねじ山24を備
える。
【００２１】
　コンテナ12は、ネック22に差し込まれて内部容積20内に延在する、やはり管状形状をも
つ絞り部材(squeezing member)26も備える。
【００２２】
　アプリケータ14、114、214は、相互にヒンジ連結した塗布部材30、130および把持部材3
2、232を備える。アプリケータ14、114、214は、塗布部材30、130と把持部材32、232を相
互に静止状態に維持するのに適した、取外し可能なロック要素33、133、233をさらに備え
る。
【００２３】
　アセンブリ110の塗布部材130および取外し可能なロック要素133の詳細図は、図4に示さ
れている。
【００２４】
　図1から図5の実施形態では、塗布部材30、130および把持部材32、232がそれぞれ、第1
の長手方向軸34および第2の長手方向軸36に沿って延在し、前記塗布部材30、130および前
記把持部材32、232は、第1の長手方向軸34および第2の長手方向軸36に垂直な第3の回転軸
38に沿った旋回接続によって接続される。
【００２５】
　図示していない代替実施形態によれば、塗布部材および把持部材は、別のタイプのヒン
ジ、例えばスイベル接続によって接続される。
【００２６】
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　図1、図2、図3、および図5は、第1の角度構成にあるアプリケータ14、114、214を示し
、この場合、第1の長手方向軸34と第2の長手方向軸36は併合している。
【００２７】
　塗布部材30、130は、第1の長手方向軸34に沿って延在するロッド40と、ロッドの第1の
端部のところに配置された塗布ヘッド42と、コンテナ12を密閉するためのキャップ44と、
把持部材32、232とのヒンジ要素46、146とを備える。密閉キャップ44およびヒンジ要素46
、146は、ロッド40の第2の端部のところに配置される。
【００２８】
　塗布ヘッド42は典型的に、マスカラブラシまたはコームである。より具体的には、塗布
ヘッド42は、細長い芯、ならびに前記芯から横方向に突き出す、ブラシ毛やピンなど、複
数の起伏を備える。
【００２９】
　密閉キャップ44は好ましくは、1つの部片から、すなわち換言すればロッド40の第2の端
部と一体に形成される。前記密閉キャップは、実質的に、第1の長手方向軸34に沿って配
置されたリングの形状を有する。前記リングの内面が、雌ねじ48を備える。前記雌ねじは
、ネック22のねじ山24と係合して、コンテナ12とアプリケータ14、114、214を、図1、図2
、図3、および図5に表す貯蔵構成に組み立てるのに適している。前記貯蔵構成では、アプ
リケータ14、114、214は、コンテナ12を密閉し、塗布ヘッド42が内部容積20内に受領され
る。
【００３０】
　図示していない代替実施形態によれば、スナップロックや他の組立装置など、密閉キャ
ップ44とネック22を組み立てるためのさらに知られた装置が使用される。
【００３１】
　密閉キャップ44の、塗布ヘッド42とは反対側にある軸方向端部は、リング形状表面50か
らなる。図示の実施形態では、前記表面50は、平坦であり、第1の長手方向軸34に垂直で
あり、塗布ヘッド42とは反対方向を向いている。あるいは、この表面は、非平坦かつ/ま
たは第1の軸に非垂直とすることもできる。
【００３２】
　表面50は、第1の長手方向軸34および第3の回転軸38を備える平面の両側に位置する、第
1のハーフリング52および第2のハーフリング54から形成されることが考えられる。
【００３３】
　ヒンジ要素46、146は、密閉キャップ44を表面50から軸方向に延長し、前記ヒンジ要素4
6、146と前記密閉キャップ44は、好ましくは1つの部片から、すなわち換言すれば一体に
形成される。
【００３４】
　図示の実施形態では、ヒンジ要素46、146は、第1の長手方向軸34に垂直な2つの平面間
に含まれた実質的に球形部分の形状を有する、丸い本体56を備える。前記2つの平面はそ
れぞれ、ヒンジ要素46、146の近位面および遠位面58と呼ばれる。塗布要素42に最も近い
近位面は、リングの形状をとる表面50の平面に対応する。
【００３５】
　ヒンジ要素46、146は、丸い本体56の両側に形成された2つの円形空洞60をさらに含む。
2つの円形空洞60は、以後説明するように、第3の回転軸38を表すように把持部材32、232
とのヒンジを成すのに適している。
【００３６】
　把持部材32、232は、第2の長手方向軸36に沿って延在する、実質的に管状の形状を有す
る。把持部材32、232の、第3の回転軸38から最も遠い遠位端部68は、好ましくは閉鎖して
いる。近位と呼ばれる他方の端部は、開放している。
【００３７】
　把持部材32、232は、第2の長手方向軸36の周りに配置された内壁70および外壁72を備え
る。内壁70は、把持部材の内側のチャンバ73を画定する。
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【００３８】
　内壁70は、径方向に突出した状態で相互に面して位置する2つのラグ76を備える。ラグ7
6は、ヒンジ要素46、146の円形空洞60に差し込まれる。ラグ76と円形空洞60はそれにより
、把持部材32、232の塗布部材30、130に対する第3の回転軸38を表すヒンジを成す。
【００３９】
　図1、図2、図3、および図5の実施形態では、把持部材32、232は、相互に差し込まれて
相互内に固定された、内部スリーブ80および外部カバー82、282から形成される。把持部
材32、232の近位端部のところで、内壁70および外壁72はそれぞれ、スリーブ80およびカ
バー82、282によって形成される。
【００４０】
　把持部材32、232の近位端部は、外部カバー82、282の第1の縁部84および第2の縁部86に
よって表される。前記第1の縁部84と前記第2の縁部86は、隣接しており、実質的に、第2
の長手方向軸36および第3の回転軸38を含む平面の両側に配置される。第1の縁部84および
第2の縁部86の各々は、実質的に平坦な表面を成す。第1の縁部84は、第2の長手方向軸36
に実質的に垂直である。
【００４１】
　第2の縁部86は、カバー82、282に斜めに切り込むことによって形成される。より具体的
には、第2の縁部86は、第3の回転軸38に実質的に平行であり、第1の縁部84に対して角度
αだけ傾斜している。角度αは5°から90°の間であり、好ましくは30°から60°の間で
あり、より好ましくは約45°に等しい。
【００４２】
　図1、図2、図3、および図5に示す、アプリケータ14、114、214の第1の角度構成では、
第1の長手方向軸34と第2の長手方向軸36が実質的に併合し、把持部材32、232の第1の縁部
84が、塗布部材30、130の第1のハーフリング52と接触する。丸い本体56の丸い表面88が、
前記第2の縁部86と前記第2のハーフリング54との間に見える。
【００４３】
　図示していない第2の角度構成では、第1の長手方向軸34と第2の長手方向軸36が角度α
だけ傾斜しており、把持部材32、232の第2の縁部86が、塗布部材30、130の第2のハーフリ
ング54と接触する。
【００４４】
　したがって、上で説明した第1および第2の角度構成は、把持部材32、232の塗布部材30
、130に対する可能な角度構成の組を定める。
【００４５】
　取外し可能なロック要素33、133、233は、塗布部材30、130と把持部材32、232との間の
ストップを成し、それによって、ヒンジ60、76をロックし、アプリケータ14、114、214を
第1の角度構成に保持するのに適している。
【００４６】
　図1および図2の実施形態では、アプリケータ14の取外し可能なロック要素33は、塗布部
材30の外面および/または把持部材32の外面と組み立てられるのに適している。具体的に
は、取外し可能なロック要素33は、側方開放部92を除き実質的に円筒形の形状をもつ、開
放リング90またはクリップを備える。取外し可能な要素33は、側方開放部92に面してクリ
ップ90に関する内部突出部を成す、リップ94をさらに備える。
【００４７】
　取外し可能な要素33に関連して、アプリケータ14は、図1に示す組立後構成、および図2
に示す分離構成をとることができる。
【００４８】
　組立後構成では、クリップ90が、把持部材32の近位端部のところの外壁72の周り、およ
び塗布部材30の丸い表面88の周りに、弾性的に嵌合される。クリップ90の円筒形形状はそ
の場合、第1の長手方向軸34と併合した第2の長手方向軸36に沿って配置される。クリップ
90の近位端部は、円形縁部95によって形成され、それが、塗布部材30の第2のハーフリン
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グ54と接触する。
【００４９】
　さらに、組立後構成では、リップ94が、把持部材32の第2の縁部86と接触する。したが
って、円形縁部95とリップ94は、前記第2のハーフリング54と前記第2の縁部86が互いによ
り近づくのを防ぐ、ストップを成す。したがって、把持部材32は、回転という点で、塗布
部材30に対してロックされる。
【００５０】
　アプリケータ14の一代替実施形態によれば、取外し可能なロック要素は、塗布部材およ
び/または把持部材の内面と組み立てられるのに適している。具体的には、図6の詳細図に
示す一代替実施形態によれば、塗布部材のヒンジ要素46および把持部材32の各々がそれぞ
れ、貫通オリフィス401および402を備える。前記オリフィス401と前記オリフィス402は、
類似の形状、例えば同じ直径の円形を有する。前記オリフィス401および前記オリフィス4
02はそれぞれ、第1の長手方向軸34に実質的に垂直な第4の軸404、および第2の長手方向軸
36に実質的に垂直な第5の軸406に沿って配置される。第1の長手方向軸34と第2の長手方向
軸36の併合に対応する第1の角度構成では、第4の軸404と第5の軸406も併合する。オリフ
ィス401とオリフィス402はその場合、位置整合する。前記代替実施形態によれば、取外し
可能なロック要素は、直径がオリフィス401および402の直径に実質的に等しい、実質的に
円柱形の形状をもつピン433を備える。ピン433は、前記位置整合したオリフィスに、第4
の軸404または第5の軸406に沿って並進させることによって差し込まれて、塗布部材と把
持部材を第1の構成にロックするのに適している。ピン433を、逆方向に移動させることに
よってオリフィス401および402から取り外し、それによって、前記塗布部材と前記把持部
材をロック解除することもできる。
【００５１】
　図3および図4、ならびに図5の実施形態では、アプリケータ114、214の取外し可能なロ
ック要素133、233が、把持部材32、232の塗布部材30、130に対する回転動作下で破断また
は屈曲するのに適した脆弱部190、290を備える。
【００５２】
　図3および図4の実施形態では、脆弱部190は、1つの部片から、すなわち換言すれば塗布
部材130と一体に形成される。具体的には、脆弱部190は、第1の長手方向軸34と実質的に
平行な、かつヒンジ要素146の丸い本体56に関する遠位突出部を成す、スティックの形状
を有する。スティック190と丸い本体56との間の接合部192は、好ましくは、スリットなど
の脆弱線を備える。
【００５３】
　スティック190は、チャンバ73内に配置される。具体的には、図3に示すアプリケータ11
4の初期構成では、スティック190は、把持部材32の内壁70と接触する。スティック190は
したがって、アプリケータ114から見えない。
【００５４】
　一方、図5の実施形態では、脆弱部290がチャンバ73の外側に配置される。さらに、図5
に示す初期構成では、脆弱部290は、1つの部片から、すなわち換言すれば把持部材232と
一体に形成され、アプリケータ214の塗布部材30と接触する。
【００５５】
　具体的には、脆弱部290は、第1の長手方向軸34と実質的に平行な、かつ把持部材232の
第2の縁部86に関する近位突出部を成す、舌片の形状を有する。接合部292が、舌片290の
遠位端部と前記第2の縁部86を接続する。前記接合部292は、好ましくは、スリットなどの
脆弱線を備える。
【００５６】
　舌片290の近位端部294は、アプリケータ214の塗布部材30の第2のハーフリング54と当接
する。
【００５７】
　舌片290は、少なくとも部分的に、塗布部材30の丸い本体56の丸い表面88を覆い隠す。
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【００５８】
　アセンブリ10、110、および210を製造するための方法について、次に説明する。最初に
、コンテナ12、塗布部材30、130、および把持部材32、232を、相互に独立に製造する。具
体的には、ロッド40、密閉キャップ44、およびヒンジ要素46、146を、好ましくは、プラ
スチック材料を成形することによって、1つの部片から、すなわち換言すれば一体に形成
する。アセンブリ110の場合、ロック要素133、特に脆弱部190をさらに、1つの部片から、
すなわち換言すればヒンジ要素146と一体に形成する。
【００５９】
　塗布ヘッド42を次いで、ロッド40と組み立てて、塗布部材30、130を形成する。
【００６０】
　スリーブ80およびキャップ82、282を、好ましくはプラスチック材料を成形することに
よって、相互に独立に製造する。アセンブリ210の場合、ロック要素233、特に脆弱部290
を、特に1つの部片から、すなわち換言すればカバー282と一体に形成するか、または前記
カバー上に成形する。スリーブ80を次いで、カバー82、282の内側にスナップ留め、すな
わち換言すればスナップロックして、把持部材32、232を形成する。
【００６１】
　把持部材32、232を次いで、ラグ76を円形空洞60内にスナップ留めし、換言すればスナ
ップロックして、第3の回転軸38を表すヒンジを形成することによって、塗布部材30、130
と組み立てる。
【００６２】
　図3および図4の実施形態では、前記組立ステップ中、塗布部材130のスティック190を、
把持部材32のチャンバ73に差し込み、内壁70と接触させる。初期構成にあるアプリケータ
114がしたがって形成される。
【００６３】
　図5の実施形態では、前記組立ステップ中、把持部材232の舌片290が、塗布部材30の第2
のハーフリング54に当接する。初期構成にあるアプリケータ214がしたがって形成される
。
【００６４】
　図1および図2の実施形態では、ロック要素33を、特にプラスチック材料を成形すること
によって、他の要素とは独立に製造する。塗布部材30と把持部材32を組み立てるステップ
に続いて、クリップ90を外面72の周りに弾性嵌合し、それによって、リップ94が前記把持
部材32の第2の縁部86と接触する。図1の組立後構成にあるアプリケータ14がしたがって形
成される。
【００６５】
　図6に示す代替実施形態によれば、クリップ90を弾性嵌合することが、位置整合したオ
リフィス401および402にピン433を差し込むことに置き換えられる。
【００６６】
　この段階で、塗布部材30、130の第1の長手方向軸34と、把持部材32、232の第2の長手方
向軸36が併合する。さらに、上で説明したように、ロック要素33、133、233が、把持部材
32、232が塗布部材30、130に対して第3の回転軸38の周りを両回転方向に回転するのを防
ぐ、ストップを成す。
【００６７】
　組立ライン上での、自動装置によるアプリケータ14、114、214の搬送または取扱い中、
第1の長手方向軸34と第2の長手方向軸36が併合状態に維持されることが有利である。アプ
リケータ14、114、214はそれにより、それほど嵩張らず、自動装置にとってピックアップ
および取扱いしやすいものになる。
【００６８】
　アプリケータ14、114、214の密閉キャップ44を次いで、化粧製品で満たされたコンテナ
12のネック22上に螺合する。それにより形成されたアセンブリ10、110、210は、オプショ
ンでパッケージングされ、市場に出される。
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【００６９】
　図1および図2のアセンブリ10を初めて使用する時、使用者はロック要素33を、密閉キャ
ップ44を螺合解除する前または螺合解除した後に、クリップ90を弾性変形させることによ
って取り外す。使用者は次いで、把持部材32を塗布部材30に対して0°からαの間の角度
だけ傾斜させることができる。使用し、密閉キャップ44をコンテナ12と再度組み立てた後
に、アセンブリ10を保管できるように、ロック要素33を所定の位置に戻すことが可能であ
る。
【００７０】
　図3および図4のアセンブリ110を初めて使用する時、使用者は、把持部材32を塗布部材3
0に対して第2の角度構成まで旋回させるように、把持部材32に力を加える。内壁70がそれ
によりスティック190に力を加え、それによって、ヒンジ要素146との接合部192が破断ま
たは変形する。使用者は次いで、把持部材32を塗布部材130に対して0°からαの間の角度
だけ自由に傾斜させることができる。
【００７１】
　図5のアセンブリ210を初めて使用する時、使用者は、把持部材232に先のケースに類似
の力を加え、それによって、舌片292が変形する。あるいは、使用者は、前記把持部材232
を移動させる前に、接合部292のところで舌片290を屈曲または引裂する。使用者は次いで
、把持部材232を塗布部材30に対して0°からαの間の角度だけ自由に傾斜させることがで
きる。
【００７２】
　使用者は、アセンブリ10、110、210を使用して実施するメイクアップ動作に従って、第
1の長手方向軸34と第2の長手方向軸36の傾斜を選択および修正する。
【符号の説明】
【００７３】
　　10　化粧製品パッケージングおよび塗布アセンブリ
　　12　コンテナ
　　14　化粧製品アプリケータ
　　16　側壁
　　18　底部
　　20　内部容積
　　22　ネック
　　24　ねじ山、可逆組立装置
　　26　絞り部材
　　30　塗布部材
　　32　把持部材
　　33　取外し可能なロック要素、取外し可能な要素
　　34　第1の長手方向軸
　　36　第2の長手方向軸
　　38　第3の回転軸
　　40　ロッド
　　42　塗布ヘッド、塗布要素
　　44　密閉キャップ
　　46　ヒンジ要素、第2の端部
　　48　雌ねじ、可逆組立装置
　　50　リング形状表面
　　52　第1のハーフリング、第1の表面
　　54　第2のハーフリング、第2の表面
　　56　丸い本体
　　58　遠位面
　　60　円形空洞、ヒンジ、旋回接続
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　　68　遠位端部
　　70　内壁
　　72　外壁、外面、外側面
　　73　チャンバ、内部スペース
　　76　ラグ、ヒンジ、旋回接続
　　80　内部スリーブ
　　82　外部カバー、キャップ
　　84　第1の縁部
　　86　第2の縁部
　　88　丸い表面
　　90　開放リング、クリップ
　　92　側方開放部
　　94　リップ、第1のストップ面
　　95　円形縁部、第2のストップ面
　　110　化粧製品パッケージングおよび塗布アセンブリ
　　114　化粧製品アプリケータ
　　130　塗布部材
　　133　取外し可能なロック要素
　　146　ヒンジ要素、第2の端部
　　190　脆弱部、スティック
　　192　接合部
　　210　化粧製品パッケージングおよび塗布アセンブリ
　　214　化粧製品アプリケータ
　　232　把持部材
　　233　取外し可能なロック要素
　　282　外部カバー、キャップ
　　290　脆弱部、舌片
　　292　接合部、舌片
　　294　近位端部
　　401　貫通オリフィス
　　402　貫通オリフィス
　　404　第4の軸
　　406　第5の軸
　　433　ピン、取外し可能なロック要素
　　α　角度、角度間隙
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